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イ ン ド東 部 チ 。ター ナー グ プル地 方

にお け る言 語 輻 合 につ い て※

長 田 俊 樹

1.序 論

イ ン ドの ビ ハ ー ル 州 南 部 を 中 心 と し て,マ デ ィ ヤ=プ ラ デ シ ュ州 北 東 部,オ

リ ッ サ 州 北 部,そ し て 西 ベ ン ガ ル 州 南 西 部 に ま た が っ て 拡 が る チ ョタ ー ナ ー グ

プ ル 高 原 は,イ ン ド=ア ー リ ア語 族 と ド ラ ヴ ィ ダ 語 族,そ し て ム ン ダ 語 族 に 属 す

る 諸 言 語 が 共 存 す る 地 域 で あ り,こ れ ら 南 ア ジ ア の 三 語 族 が 言 語 圏(Iinguistic

area)を 形 成 し て い る こ と は,よ く知 ら れ て い る .言 語 圏 研 究 の 父(Masica.

1976:xi)と 呼 ぽ れ るEmeneauは,言 語 圏 を 次 の よ う に 定 義 づ け て い る .

ミanareawhichincludeslanguagesbelongtomorethanone

familybutshowingtraitsincommonwhicharefoundnotto

belongtotheothermembersof(atleast)oneofthefami1量es'

(Emeneau;1956.論 文 集1980aのP.124)

チ ョタ ー ナ ー グ プ ノレ地 方 は 典 型 的 な 言 語 圏 で あ り,イ ン ド=ア ー リア 語 族 に

属 す る,ナ グ プ リ語(N題Puri又 はN議9Puriya),ク ノレマ リ語(Kurmali),

(1)
コ ノレタ 語(Khortha),パ ン チ パ ノレガ ニ ア 語(Panchparganiya),ド ラ ヴ イ ダ

※ 小 論はUppalPublisher(イ ン ド・デ リー)か ら出版 された論文 集 「チ ョターナーグプル地方

の文 化:多 様性 と統一」(`CulturalChotanagPur:UnityandDivers三ty'1991年1月 刊行)

に掲載 された 【Noteson1三nguisticconvergenceintheChotanagPurarea'に 基 づいて筆

者が 日本語 に書 き改めたものである.日 本語 に書 き改めるにあた っては,大 幅に加筆修正が施 され

た.な お英文原稿 については,シ カゴ大学 のノー マン寓ザイデ教授の御 教示を仰いだが,言 うまで

もな く文 責は全 て筆者にある.こ こでザイテ教授の適切で丁寧な御指導に対 して,感 謝の意を表わ

したい.

(1)こ こで挙げた四つのイ ン ド=アー リア諸語 には,母 音の長短の対立がな い.ロ ーマ字表記上,

aとaの 区別 を示 したが,そ れぞれ/a/と/A/又 は/o/を 表わす。 したが ってカ タカナ表記の

際,ナ ーグプ リー等とは しなか った.
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語 族 の クル ク(オ ラオ ン)語(Kurux)と マ ル ト語(Malto),そ して ム ンダ語

(2)

族 の サ ンタ ル語(Santali),ム ンダ 語(Mupすari),ホ ー語(Ho),カ リア語

(Kharia)な どが話 され て お り,長 い 歴 史 的 な 接 触 の 結 果,こ れ らの 諸 言 語 の

間 に は語 族 を越 え て 類 似 点 が み られ る よ うに な った.小 論 で は,こ の 共通 の言

語 特 徴 の い くつ か をEmeneauら の研 究 に 照 し なが ら,検 証 し,例 示 す る こ

とを 目的 とす る.

これ ま で,何 人 か の研 究 者 が 南 ア ジ アの 地 域 特 徴 を提 示 して きた.(Masica,

1976:Appendix-AInventoryofProposedIndianArealFeaturesを 参

照)そ こで,ま ず最 初 に,こ れ らの研 究 者 が す で に 論議 して ぎた 地域 特徴

つ ま り(1)Echo-wordFormation(2)Onomatopoetics(3)類 別 詞(4)指 示

詞 幹 一 につ い て,チ ョタ ーナ ー グ プノレ地 方 の 諸 言語 か ら例 を 挙 げ て論 じ る.次

に,今 回 こ こで は じめ て取 り」二げ る特 徴 一(5)存 在 を表 わすcopula(「 い る」,

「あ る」)と 身 分 や 属 性 を 表 わ すcopula(「 で す 」)の 区 別 一 につ い て詳 し く例

文 を あ げ な が ら,検 証 す る.こ こで扱 わ れ るデ ータ は,基 本 的 に 共 時 的 な記 述

資料 に 基づ く もの で あ るが,す で に 何 人 か の研 究 者 が提 示 して い る史 的解 釈 に

つ い て も,必 要 に応 じて 示 して お く.ま た,こ こで 問 題 とす るの は,主 に,チ

ョタ ーナ ー グ プノレ地 方 の諸 言 語 に 限 られ る.我 々の デ ータ に は限 りが あ るの で,

(3)

ナ グ プ リ語 以 外 の サ ダ ン諸語 と(4)以外 で は マ ノレト語 に つ い て 考慮 しな い,

(2)ム ンダ語族 のSanta1三,Mu鱒ar孟,Hoの カタカナ表 記について,一 言述べて お く.Santali

とMu阜4ariに つ いて,部 族名 と しては,そ れぞれSantal,Mu鱒aで あるので,サ ンタル語,

ム ンダ語と した.語 族 と してのMu韓aと 一部族 であるMu栂aの 入 々が話す言語とを区別 して,

英語 では,前 者 にMundaを,後 者の個別言語にMundariを 当ててい る.イ ン ドの学者の中に

は,こ れを混同 している入 も多い.古 くか ら,こ の混同を指摘する人がいて,日 本語の翻訳があ る

「言語学史」 を書 いた トムゼン もこの混同を取 り上げ,言 語 グループと しては,Kherwar玉anを

使用す る ことを提案 している.日 本語 表記 では,個 別言語名 も言語グ ループ名 もムンダと し,諸 語

やグ ループ等をつ け加 えて個別言語名 と区別す る。

また,GriersonのLillguisticSurveyofIIldiaに な らって,Mu鱒a,Mu鱒ar1か ら,

ムンダー,ム ンダー リーと表 記する人もいるが,ム ンダ語 で 「村 の長」 を意味する 彿御4α は,決

してaを 伸ば して発 音 され ることはない.

Hoに ついては,単 一開音節では,っ ねにニモー ラで発音 され るので 「ホー」 とした.な お,加

は 「人」 を意味 し,ム ンダ語 のho四 「入」 と対応 し,ホ ー語で は,歴 史的 にみて,母 音 間の ぎが

全て おちている.

(3)NagPuriの 名称 にっ いて,Sadal1圭,Sadriも 同 じ個別言語名に使用 され るが,B.P.Kesariノ
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耳.チ ョ タ ー ナ ー グ プ ル 地 方 の 諸 言 語 に 共 通 す る 地 域 特 微

.(1)Echo-wordFormation

Echowordが,言 語 学 の術 語 と し て,ど う定 義 づ け ら.れ て い る の か に つ い

て は,は っ き り定 ま っ て い る わ け で は な い .例 え ば,Morin(1972)は,フ ラ

ン ス 語 のecho-wordsに つ い て の 論 文 の 中 で,echowordsを 単 に 配redup-

1icatedwordsorreduplicatedroots'(P.97)と だ け 説 明 し て い る に す ぎ

な い.こ.れ に 対 し,reduplicatedwordsと 同 義 語 と し て のEchowordsと

い う使 わ れ 方 は,イ ン ドの 諸 言 語 を 考 え る 時 に は あ ま りみ ら れ ず,Chatterji

(1926)は 次 の よ うに 定 義 づ け て い る.

璽Awordisrepeated
partially(partiallyinthesensethatanew

syllable,thenatureofwhichisgenerallyfix6d,issubStitutedfor

theinitialoneofthewordinquestion,andthenewwordso

for血ed,unmeaningbyitself,echoesthesenseandsoundofthe

originalword),andinthiswaytheideaofθ ∫`θ'6rαandthings

similartoandα ∬oo魏 θ4漉 疏 ∫肋 ∫,isexpressed'(P.176)

Chatterjiの 定 義 を も う少 し 具 体 的 に,意 味 よ り も構 成 に 重 点 が お か れ た,

Emeneau(1956)の 次 の よ う な 定 義 を こ こ で は 採 用 す る .

更basicwordformulatedasCVXisfollowedbya
necho-word

inwhichCVisreplacedbyamorphe恥eg'一 〇ru-orthelike

(orCisreplacedby彿 一〇rtheIike),andXechoestheX(orVX

echoestheVX)ofthebasicword.ThemeaningQftheechoword

is《 聖andthelike";'(P.114Emeneau1980に よ る)

こ れ ま で,チ ョタ ー ナ ー グ プ ノレ地 方 で 話 さ れ る 以 外 の イ ン ド=ア ー リァ 諸 語

や ド ラ ヴ ィ ダ 諸 語 及 び ム ン ダ 諸 語 に 関 し て は,こ のechowordの 研 究 が 発 表

/(1988,persoralcom皿unication)}こ よ る と,古 くか らチ ョタ ー ナ ー グ プ ル地 方 に 部族 民 と共

存 しそ き た 人 々をSadanと 呼 ぶ こと か ら,Sadan .たち の母 語 で あ るNagPuri,Kurmali,

Khortha,Panchparganiyaの4言 語 の総 称 をSadaniと 定 め るべ きだ と提 案 して お り,筆 者

は そ れ を採 用 した.
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さ れ て ぎ た.例 え ば,総 論 と し て,Bloch(1934),Emeneau(1980),ヒ ン デ

ィ ー(Hindi)語 に つ い て は,Singh(1968),Abbi(1980),マ ラ ー テ ィ ー語

(Marathi)に つ い は,Apte(1968),ベ ン ガ ル 語(Bengali)に つ い て は,

Dimock(1957),デ シ ア 語(Desia)(オ リ ア ー語 の 一 方 言)に つ い て は,K.

Mahapatra(1986:PP.286-288).ド ラ ヴ ィ ダ 諸 語 で は,テ ル グ 語(Telugu)

に つ い て は,Bhaskasarao(1977),ト ダ 語(Toda)に つ い て は,Emeneau

(1938)等 が あ る.ム ン ダ 諸 語 で は,グ タ語(南 ム ン ダ 諸 語)(Gtaり)に つ い て

はK.Mahaparra(1976)とN.Zide(1976),ソ ー ラ ー 語(So:ra:)に つ い

て はRamamurti(1931,1933,1938)とVitebsky(1978)等 が あ る.

そ こ で,チ ョタ ー ナ ー グ プ ル 地 方 の 諸 言 語 に 共 通 す るechowordをMonika

Jordan=Horstmann(1974)の 資 料 を 使 っ て,例 示 し て み よ う.そ れ ぞ れ 三 つ

の 語 族 に 属 す る 諸 言 語 に み られ るechowordの 類 似 性 を 強 調 す る た め に,こ

の 資 料 以 外 に も,別 の 資 料 や 筆 者 自 身 の フ ィ ー ル ド ノ ー トを 使 っ て,次 の よ う

な 表 に ま と め た.(表1)な お,Jordan・HorstmannのSadaniは,小 論 の

NagPuriと 同 じ で あ る.NagPuriはJordan二Horstmann(1974)か ら,そ れ

以 外 に つ い て は,す べ て 出 典 を 示 し て お い た.

(a)

(b)

〔表1〕

Na.乃 α々 α一吻 盈 α一 喫shine,shining'*ノ 加 競 一 ヒflash,shine'CDIAL5071,

一解 αゐα一:echoform

Mu.EM2040ブ 肋 加 一脚 肋 更shiningwithgold,siverortinsel'

Sa.SDIII-363ブ 肋 乃 〃z罐,ノ1ぬ 鳶 〃zα肋oヒpolish,burnish,trim,clean'

SDIII-362ブ ん説 ノ1ぬんqshining,bright,glittering,glistening'

c.f.K:uiper(1965:A-59)

Kh.(FN)ブ んα肋 勉 α々 α 更shining'

Kur.EUDブ 肋 ゑ彿αゐ魏 δ ぐshine'ブ 肋 ゐあ 解 α舷 璽shining'

Na.ゴ 痂 」ゴー痂 ♂パglitter,shine'*jhi1一 ぐflash'CDIAL5391,mili:
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echoform

Mu.EM2063塑 一漉 ゲripplingandglittering.Water'

Sa.SDIII-392ノ 観 痂1喫glossy,showy,shining,resplendent,decked

out'

HoHED165ブ 搦 一厩 あ,μ 一痂 ズtosparkle'

Kh.(B)ノ1痂Zθ 更glitter'

Kur.EUDブ 房 」痂 ケ 滋 ぐglisten'

(c)Na.万 πgzの一〇'π8ゴ更colouful'

Mu.珈g∫ 一cゐ勿gパcolourful'.(Bhaduri1931)

EM35897ゴ8ゴ 疵8ヂaclothvarigatedwithparalleilinesorsquashes

ofvariouscolour'

Sa.SDV-91r勿g'6'o勿8どo',V-92万 η頚'勿82deager,fervant,delighted'

Kh.(FN)7勿gゴ6勿gヂmulti-colour'

Kur.r彦8i-o謬8ズcolourfu1'(Grignart)

(b)Na.5忽.Z-6ゴ8ゴ 」喫groaning,moaning,

Mu.EM3955∫'861-6ピg3'」,5ガgz4-6ゴgz64更anumberofmenoranimals

(especi耳11yfis葺),movingabout

confusedly'

Sa.SDV-2685ゴ8げ ♂ ろゴ8ピ`',V-2695ゴgz'r6ゴ8ゴ パinconfusion,disordered'

Kh.(FN)5郡gπ ♂伽8π 」 更confuse'

Kur.(J-H)5勿8伽3勿g'〃 編 璽tomakeaboutrapidly'

(e)Na.肋6α ・肋 ろ%喝bent,stooping'・c.f.CDLへL3301

Mu.EM2159肋 ろα一ん060,肋6α 一肋6%,肋 ろψ 肋6蝋 ゐψ αη一肱 ろπ瑠,

んαゐ6rα一たzめ滋r%,勉6α 一んα腕 璽anaccidentalcrookedrlessof

theback,causedbypainowingtowhichonewalks

stoopingbutstraighteningoneselfnowandagain'
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Sa.SDIII-410鳶 αろα`'肋6%o'喫stooping,shufflingly(walk)'ゐ αろα ゐ060

qbent
,stooPin9'

HoHED175ゐ αろα一勧 ガtobe .bentoverbecauseofsomewea㎞ess

orsicknessinthewaistetc.'

Kh.(FN)肋 ろαr肋 ろ曜,ゐ ⑫ α 肋 餌 喫bent,stooping'

Kur.EUD肋6'鋭%う'解 滋,舷6αr勧 ろ曜 ηzδ 突stoop'c.f.DED1131

(f)Na.ゐ ゴ10-4010更shaking'c.f.CDIALユ4120

Mu.EM1702hθ10-4610,観 α一401ゲjoltingorshakingtoandfro'

Sa.SDIII-116痂 ゐ ゐ ゐ,痂1Dゐ ゐ,研 っ 幽Dゐ 更swayingly,waddling

(walk,fatpeople)'

Kh.(FN)ん 蜘4θJoヒshaking,

Kur.(∫ 一H)痂1040Joてshaking'

(9)Na.chiri-piti℃onditionofbeingmakingaline(bychildren)for

playingordoingsomething,ofbeingscattering

flowers'(FN)

Mu.EM8366耽 ゴr一ろ漉r,6漉 一6漉,`競 ∫一ろ露ゴ,碗 〃一6露〃 ヒdispersion,the

conditionbeingscatteredabout'

Sa.SDI-5480魏6f7ゴ,6ゴr拍 漉eintosmallpieces,thinly,sparsely,

scattered'

Ho.HED666房 彦〃一6露〃 喝toscatter'

Kh.(FN)6癖 が'ヂscattered'

Kur.cん ∫万 舛 ヂdispersed'(Grirnard)

出=典[source]に つ い て は 表2に 載 せ た.

(2)Onomatopoetics

EchowordsとOnomatopoeticsは,混 同 さ れ る こ と が し ば し ば あ り,最

近 イ ン ドで 出 版 さ れ た 辞 典 に よ る と,EchowordsはOnomatopoeicwords
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(4)
に含 まれ る と解 釈 され て い る.こ れ はechowordsの 定 義 が 定 って い ない こ

とに よ る混 同 で あ り,Emeneauの 定 義 に従 が うこ とで,こ う した混 同 は避 け

られ る よ うに 思 わ れ る.つ ま り,Echowordは,.Emeneau(1956)の 定 義 し

た 語 形 を もち,擬 態 や 擬 声 を表 わす の で は な く,「 ～ と～ に 類 す る もの 」 を 意

味 す るの で あ る.

一 方
,擬 声 語 や 擬 態 語 に つ い て,Onomatopoetics以 外 に も,こ れ ま で種 々

の術 語 が 使 わ れ て きた 。 例 え ば,ilnitatives,onomatopes,chameleons,

phoneticsymbolism,phonaesthemesorphonaestheticforms(Emeneau

1980aP.7)こ う した術 語 に 対 して,Emeneau(1980・)は,Diffloth(1976:

263-264)に 従 が って,も っ と も抱 括 的 な術 語 と して`expressive'を これ か ら

使 用 した い(P.7)と 述 べ て い る.そ して,さ らに,そ の下 位 範 疇 と して,

(5)
symbolismが 音 韻 的 で あ る場 合 は,ideophonesを 用 い,onomatopoeticsは,

symbolicが 音 響 的(つ ま り,音 の模 倣)で あ る場 合 のideophonesに 使 うこ

とを提 案 して い る(P.7).し か し,小 論 で は,Emeneauの 新 提 案 は 採用 せ ず,

Onomatopoeticsを 音 の 模 倣 ば か りで な く,広 く擬 態 語 を含 め た,Emeneau

(1969)に 沿 った形 で論 を 進 め た い,

Emeneau(1969)は,イ ン ド=ア ー リア語 族 と ドラヴ ィタ語 族 に 共通 に み ら

れ るOnomatopoeticsを 研 究 し,℃nomatopoeticarealetymologiesfound

inDravidianandIndo-Aryan'を ま とめ あげ た.そ こで筆 者 は,チ ョタ ー ナ

ー グ プ ノレ地 方 の諸 言 語 に共 通 し てみ られ るOnomatopoeticsを ,こ のEmeneau

の表 か ら抜 き出 して,Emeneauが 記 述 しな か った ム ンダ諸 語 やNagPuriの

デ ー タ を追 加 し て,以 下 の表 に ま とめ た.(表2)

(4)HarderBahri`DefinitionalDict三 〇naryofLinguisticTer皿s'(1985)1こ よ る と,

echowordsは`Onomatopoeicwordsformedbyrepetitionorcloseimitadonofa

soundorsounds'と あ る.イ ン ドで は,言 語 学 の 水 準 は 決 して 高 い と言 えず,こ の辞 典 は,は

か らず も水 準 の 低 さを 露 呈 す る も の とな っ た.

(5)例 え ば ・BemardCgmrieが 中心 と な っ て 作 っ たLinguaDescr三ptiveStudies:gues-

tionnaire(Lingua42,PP・1-72,1977)で はOno皿atopes等 の術 語 は な く,こ のIdeophones

が 使 用 され て い る.
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[1コ

[2]

[9コ

〔表2〕

DED930aKur.筋 α御r一 航 α御rヒsourldofarticle6100selypacked網 轍
andplayingagainstoneanother(thecreakingofa

cartetc.)ゐ 乃αr4r一ゐhαrα7α7π グtorattlelooselytogether'

Na.ESD8αrgαrδ θガtogurgle'c.f.CDIAL3972

Mu.EM1329gαr4-gαrα,gαrα 一gαrαrthesoudofgargling'

Sa.SDII-391gαrgα パgurgling,rumbling'

HoHED108g曜 α一8曜 ガarumblingsoundofthunder'

Kh.(B)9αrg曜 αごゾgargle,

Kur.EUDゐ α≠αr一舷 伽7鵤'δ 彿 δ肋 ηあ 喫crunch'c.f.DED930b

Na.ESD競 α'航 躍 く][nakenoisewhilechewing'c.f.CDIAL3771

麓'ゑ#【gnashtheteeth'c.f.CDIAL3154

Mu.EM2256肋 ≠α一たπ'ガthemoderatesolmdofpersistantcrun-

chingofsmallbrass'

EM2258肋 如r々 α≠αパcrunching,gnawing'

ん卿7々 蜘 パthemoderatesoundofcrunchingsmall

brass,othersrna11hardthings'

Sa.SDIII-474如 ψα7肋'%ア ℃runching'

SDIII-678々 加'αr競 α'αr, . 加々'αr々 加'彿 パnibbling,gnowing,

crunching,cracking'

DED1382Kur.g%r8π 御 ア滋,gπrgπrα 励 α'αηグtomakeasuccession

ofabruptnoisesrapidlyrepeated(e.9.thunder,

handm且1,hookah,ashortre-echoingamonghills)

Na.(FN)8曜8〃 毎6乃 くtorumbleathunder,togrow王 .astomach'

c.f.CDIAL4180

Mu.EM1540gπ 御 一g曜 ガitreferstonotverynearthunder'

EM1393gαrα 一gπ御,gαrα 一8z'万,gαr-gか,gαr-8鋸 パtherolling
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[12コ

[16]

[32]

〔39コ

ofprettynearthunder'

Sa.SDII-504g%rgμrミrolling,rumbling'g班g麗rg麗 くrd11,rumble'

HoHED1238π 画 一幽rグmakingaloudrumblingnoise'

Kur.EUD8πr8%77瓶 喫grow1'ご.f.DED1538

Na.ESD8π プ8πrδθゲtopurr(ofcat)'c.f.CDIAL4207

Mu.EM1388gα7gor..寒thepurri㎎ofcats'

Kh.(FN).gπr-g%パpurringofcat'

Na.(FN)5αr5α パnoiseof .asnakecrawling,rustlingsoundmade

byawilld'

Mu.EM38573αr-3α パ(1)ofgrains,ofsand,orofslantingrain,

hittingleaves,especia皿ydryleaves.(2)ofatoP,or

potter'swheeltouchingdryleaveswhilstspinning'

Sa.SDV-2035αr∫ αパtomakeabubbling,lapping,splashingsound'

5α7∫αrαo喫tomakearustlingsound'

c.f.Kur.EUD∫ αr∫αr7厩 くrustle'∫ α75σ7r厩(FN)ミfenoutofsorts'

Kur.EUD6πrろ π垣,う 曜6曜r滋 ヒtobubble,bubbling'c.f。DED3490

Na.(FN)6πrろ%厚 θゼtobubble(water)'c.f.CDIAL9278

Mu.EM6716π 御 涛ろπ戯,伽4婿 一勿4咳 更thebubblingofwater

especiaUypreviousto

boii㎎point'

Sa.SDI-350伽4㍑c'ろ π4πc'qequaltx)腕4∫c'6ピ4∫c'

SDI-2836遊o'6ゼ ゴ6'虻bubbling'c.f.Kuiper(1965:A-1)

HoHED496%r6π 戸,更bubbles'

Kh.(FN)6曜 ∂配パbubbling'

DED4276Kur.6曜 ろ曜7漉 くtotalkloudly,chatternoisily'

Na.ESDゐ 曜 ろαr∂θん 更chatter'6加r6肋 プ4θ々 ヒchatterloudly・

c.f.CDIAL9122
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[40]

[46]

Mu.EM4086αrα 一6曜 グveryfastspeak:ing,

Sa.SDI-389昂 αプ6加rヒipcessantly,continualy,freely,openly,

fluerしtlyF,flowingly'

ゐ乃ρノ・ゐ乃4r40ヒspeak,faUdown(rain)incessantly,

continualy'

Kur.EUDgαr加 パdisorderly'c..f。DED939

Na.ESD8αrろ αrδek喫beconfused'c.f.CDIAL3974

Mu.EM1396gαr6αr,gαr46α 御,gαrろ ¢μoでdepartureordisturbance

fromther五guht,regularorcustomaryorder'

Sa.SDII-360gα46α4更confusion,disorder,

8α4ろ α4αoqPutintodisorderorconfusion'

c.f.Kuiper(1965:C-39)

DENS270Kur.〃z%∫ 〃zπ飾 御 グtosmile',〃z螂 砂々 ηグtosmile'

Na,ESD徽5勉rδ8ゐ,伽5〃3%5δ θゼtosmile'c.f.CDIAL10227

Mu.EM2850〃3π 畷 一彬5瞬,〃30goタ ーη20go¢,η3θ7goφ 一膨7goφ,η3θr絢.

物rJoη,.雁 閥 一痂 吻 η,〃ZO¢ 一〃ZOφ,〃3π9畷 一御9嫉

くasmile
,theactofsmili㎎'

[Sources]

K町uxDED=ADravidiallEtymologicalDictionary.

(Kur.)

DEN=DravidianEtymologicalNotes.

EUDニAnEnglishrUraonDictionary.

NagpuriESD=English-SadriDictionary.

(Na.)

MundariEM=EncyclopaediaMundarica.Vols.1-XIII.

(Mu.)

SantaliSD=ASanta玉iDictionary.Vols.1-V..

(Sa.)

HoHED=Ho-EnglishDicti㎝ary.
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Kharia(B)=H.S.Biligiri(1965)
(Kh.)

[Abbreviation]

CDIAL=AComparativeDictionaryoftheIndo-AryanLanguages.

FN=MyownFieldNotes.

[Orthography]

Kur.'=[り],Mu.Vowel十 、=[,],Ho:=[7]

Mu.b,d十.andSa.p',t',c',k'denoteso-canedぐcheckedconsonants':

phoneticaHydevoicingPre-glottalization[,10)],[,(選]and[7P],[?t],
))))

[7c],[7k]respectively.

Mu.Vowel十v=theshortvowelwhichcanbeomittedinaquick

speech.

(3)類 別 詞

我 々,日 本 語 を母 語 とす る者 に とっ て は,類 別 詞 は特 別 珍 しい もの で は な い.

我 々 は もの を数 え る際 に は,数 え る もの の種 類 に よ っ て,類 別 詞 を使 い わけ て

い る.例 えば,本 は1冊,鉛 筆 は1本,紙 は1枚 とい った 具 合 で,こ れ ら冊,

本,枚 を,類 別 詞 と呼 ぶ の で あ る.

こ の類 別 詞 は,日 本 語 の よ うに豊 富 で は ない が,チ ョタ ー ナ ー グ プ ル地 方 の

全 て の言 語 に み られ る.そ こで,各 々 の言 語 の類 別 詞 を これ まで の 研 究 者 の 記

述 に した が って提 示 し,最 後 に,.こ の 地 域 の 類 別 詞 の 起 源 につ い てEmeneau

の説 を 紹 介 す る.

Nowrangi(1956)は,NagPuriの 類 別 詞 を次 の よ うに 記述 して い る.類 別

詞 と して80,g磁,80r,訪o等 が あ り,こ れ ら類 別 詞 を含 んだ 例 文 を あげ る と,

勉0プ6舵gO8ゐ0御7盈6(〃zor「 私 の」 罐 又 は 盈8「 ① 」,gO「 類 別 詞 」,8んorα

「馬 」,rαん8「居 る」)「私 の と ころ に は,一 頭 の 馬 が い る.」,〃zor80'罐8加7¢
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7盈 θ「私 の と ころ に は,一 頭 の馬 が い る」.ま た,〃Z必 「頭 」 は 家 畜 を数 え る

時 に,鮪 δrα「枚,個 」 は布 等 を数 え る時 に それ ぞれ 用 い られ る.例 えば,ρ 砒

形吻9α 駕(∫ 》4`「5」8α プz6「家 畜 」)「5頭 の 家畜 」,ρ 砒 盈 ∂rα 伽8α(伽84

「布 」)「5枚 の布 」.形 態 素 の順 序 は,主 に,数 詞+類 別 詞+名 詞 で あ るが,

go'一盈 の場 合 に は類 別 詞 が 数 詞 の前 に あ らわ れ て い る.

Emeneau(1956)はKuτuxの 類 別 詞 に つ い て次 の よ う に 述 べ て い る.

(Emeneau1980aのP.116)Kuτuxの 体 系 は,Magadhan諸 語 の体 系 と よ

く似 て お り,類 別 詞 の多 くは,隣 接 す るMagadhan諸 語,つ ま りBihariや

Oriyaか ら の借 用 語 で あ る.例 えば 顕 αη,go'α η8ゴ,訪%r[c。f.Bengali一 ≠幻,

これ ら類 別 詞 は,イ ン ドは ア ー リア諸 語 か ら借 用 した数 詞 と と もに用 い られ る

ば か りで な く,個 有 の 数詞(2か ら4)と と もに も,使 用 され る.

次 に ム ンダ諸 語 に つ い て み て み よ う.ま ず,Santaliで は んっr「人 」,orα 々'

(元 の 意 味 は 「家 」)又 は8肋 ね勿 「家 族 」,∫gr伽(元 の意 味 は 「屋 根 」)「軒 」

め 加 ん'「頭 」 が 類 別 詞 と して 使 わ れ るが,こ れ ら は,い ず れ も個 有 語 で あ る.

(Boddi㎎1929:60)

MupすariとHoもSantaliと 同 様 の類 別 詞 が み られ る.加ro「 人 」,orαP

「軒 」,600,「 頭 」 がMupdariで は類 別 詞 と して用 い られ る.例 え ば,α μ

んoro肋 π一肋(ゆ 「3」,加ro「 人 二類 別詞 」,加 η 「子」,一々o:複 数 接辞)「3

人 の子 供 た ち」(Hoffmann1903:65)Hoで は,oα,,ho,ろoo?が それ ぞ

れ家,人,家 畜 を 数 え る時 に 用 い られ る.(Deeney1975:101)ま た,筆 者

自身 の観 察 に よる と,イ ン ド=ア ー リア諸 語 か ら の借 用 語 で あ る ブoη/ブαπ が

Mundari,Hoで 人 を数 え る際 に しば しば 使 用 され るが,こ の ブoη〃碗 は い つ

もイ ン ド=ア ー リア語 の数 詞(個 有 の数 詞 と並 行 して イ ン ド=ア ー リア諸 語 の 数

詞 が ひ んぱ んに 使 われ て い る)と 共 に のみ み られ る.例 え ば,伽 ブ侃/ノαπ,

加 π一加@η 「3」)「3人 の子 供 た ちユ しか し,*彦 勿 んoroゐoη 一々 oや*α が

ノ0η/掴η 加 η一肋 は ふ つ うみ られ ない.

Malhotra(1982)は,Khariaの 類 別 詞1こつ い て,次 の よ うに記 述 して い
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る 。乃 侃(IA〔 イ ン ド=ア ー リア ン〕ノ碗,カ π)は 入 間 を表 わす 名 詞 と共 に使

われ る類 別 詞 で あ る.ま た8θ は イ ン ド=ア ー リア諸 語 の 数 詞 と と もに用 い ら

れ るが,疏oπ は,Kharia個 有 の 数 詞 幼 α7「2」 と と もに 用 い られ る.彦 勿

盟 απ186循 窺 σθ伽 「人 間」 一葱:複 数 接 辞)「3人 の人 間 」伽 一go盈 η御(80:

類 別 詞,舷 η御 「子 」)「3人 の 子供 た ち」,加 勉 αりπ6α7一躍o勾 瑚々 御 αゴナ 砂々 αr

(ho々rαP「 彼 の」,π6αr「2」,齢oη:類 別 詞,α 〃 「い る」,乃砂αr:双 数接 辞)

「彼 に は二 人 の子 供 が い る」

以 上 み て ぎた よ うに,ム ンダ諸 語 の形 態 素 の語 順 は数 詞+類 別 詞+名 詞 で あ

る.

史 的解 釈 につ い て は,Emeneau(1956)の 次 の よ うな指 摘 を引 用 す る に と

どめ て お く.

更Myreconstruction
,relyingonthefactthatsome,ifnotonly,

Indo-Aryanclassifiermorphemesareusedina■thelanguages

involvedandonthefurtherfactthatthesemorphemesareused

onlywithIndo-AryannumeralsinsomeofthenonInd(レAryan

languages,isthattheconstruction(sofarasIndiaisconcerned)

isoriginallyIndo-Aryan'(Emeneau1980aのP.118)

なお,類 別 詞 の使 用 は,日 本 語 や 中国 語 をは じめ,南 ア ジ ア を越 えて,東 南

ア ジ アか ら東 ア ジ ア にか け て,か な り広 範 囲 に み られ,Masica(1976)は,イ

ン ドの地 域 特 徴 とは 認 め て い ない.(Masica:1976ApPendixA参 照)

(4)指 示 詞 幹(DemonstrativeBase)

こ こま でみ て ぎた地 域 特 徴 は,す でにBloch(1934)やElneneau(1956)

が 指 摘 した,言 わば 「古 典 的 」 な特 徴 に類 す るが,最:近,問 題 とな っ てい る指

示 詞 幹 につ い て,こ こで は取 り上 げ て み た い.

まず 最 初 に,通 時 的 考 察 に入 る前 に,そ れ ぞ れ 個 別 言 語 の指 示 詞 を少 し詳 し

く述 べ,借 用 関 係 等,史 的 問 題 に つ い て は,今 まで の研 究 者 の説 を紹 介 し なが

らみ て い くこ とに す る.
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NagPuriの 指 示 体 系 は,近 称 ゴ,遠 称 πの 二 体 系 で あ る。(Mollik:aJordan=

Horstmann1968:66-7Nawrangi1956:37)こ れ ら は,指 示 代 名 詞 として

「これ 」 「そ れ」 を表 わ す ほ か に入 称 代 名詞 と して,「 彼,彼 女,そ れ 」 を も表

わ す.ま た,指 示 形 容 詞 と して(「 この」,「そ の」)そ の ま ま名 詞 を修 飾 す る.

こ こで 注 目す べ ぎ点 は,指 示 詞 幹 ∫,π か ら派 生 され るゴ舷 「こ こ」,漉 δ 「そ

こ」 の 交 替 形 と して,痂 ッδ 「こ こ」,勧 δ 「そ こ」 とい う ん一を含 む 語 形 が み ら

れ る こ とで あ る.か を 含 ん だ 語 形 と して は,ゐ 勿θ,ゐ勿4θ 「こ ち らへ 」,勧 ηθ,

ゐ微48「 そ ち らへ 」 が あ る.

Ku斑xの 指示 体 系 は,近 称 ゴ,中 称 勧,遠 称 α の 三 体 系 で,こ れ ら は指

示 形 容 詞 「これ 」 「そ れ」 「あれ 」 を意 味 す る.指 示 代 名詞 は 男性 名詞 で は ゴ5,

肱5,α5,女 性 及 び 中性 名 詞 で は,ゴ4,肋4,α4で あ る.(Hahn:1911,23)こ

こで も注 目す べ ぎ点 は,語 頭 か を 含 む 交 替 形 が 指 示 詞 幹 か ら派 生 され る,場 所

を表 わ す 副 詞 に み られ る こ とで あ る.つ ま り,磁 η/雇∫侃 「こ こ」,α5αη/加5αη

「あ そ こ」,肋 ∫侃 「そ こ」(こ れ に対 応 す る*π5α π は な い);砂 舛/腕 ッ舛 「こ

こ に」,α 」ノッδ/hαッヅδ 「あ そ こに 」,肱 砂ッα 「そ こ に」;臨 短/痂 琵短 「こ ち ら側

に」,α彦〃α/んα`〃α 「あ ち ら側」,肱'〃 σ 「そ ち ら側 に」(Bleses1956)

Kuruxと 同 じ ドラ ヴ ィダ 語 族 に 属 す るMaltoは 近 称'・ 中称%運 称 αの三

体 系 で あ る.こ れ に加 え て,派 生 語 とし て 紹 「あ そ こに い る人 」 が あ る.

Zide(1972)は,Bodding(1929)の デ ー タ を使 っ て,Santaliの 指 示 体 系

を分 析 し,次 の よ うに述 べ て い る.

～Santalihasthreedemonstrativestems -0<this>
,i<that>,

anda<yonder>一indicatinglocationsrelativetothespeaker's

position.Thesethreeregionscanbefurtherdividedintothreeon

thesamebasis-bytheuseofthepre-demonstrativequalifiers

n<near>:<zero><unmarked>:andh<far>,whichprovide

specificationofninedegreesofrelativedistance(P.267)

つ ま り,近 い 方 か ら遠 い 方 へ,η0一(又 は 概 一),0η一(又 は 襯 一),加 η一(又 は
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(6)勧
η一),ηレ(η θう,勿 嗣(θη一),痂η(加 π),πα一,0η一(9π一),肋 η一⑦0η一)の9体 系

を もつ と解 釈 した.

しか し,後 に,Zide(1985)は,こ の 形態 音 素 分 析 は正 しい と しな が ら も,

意 味 分 析 の ま ち が い を認 め,以 下 の よ うに再 解 釈 して い る.接 頭 辞(P)n一,φ,

h一 が 基 本 的 な近 称,中 称,遠 称 を 決 定 す る こ と,そ して,指 示 詞 幹(D)で あ

るo一,i一,a一 を次 の よ うに分 析 して い る.(P.7)

D

/＼

十(relatively)一(relatively)

accessibleaccessible

/＼ 占
十delimited-delimited

(臨'薇 懸 、d。。、、,、。d)l
lI
'o

Mupすariの 指 示 体 系 は,Hofflnann(1903,P.9)を は じめ,Cook(1966,

P・179),N.K・Sinha(1975,P.65)と も,近 称 ηθ,中 称 θη,遠 称 肋 η の三

体 系 を あ げ て い る が,上 記 のSantaliの 分 析 をふ ま え た上 で,Munda(1979)

は,Muロ すariの 指 示体 系 も,Santaiiと 同様9体 系 で あ る こ とを指 摘 した.

(P.16-17)す なわ ち,ゴ,θ,α が 指 示 詞 幹 で あ り,そ れ に 接 頭 辞 η一く 近 〉,φ

〈 中〉,か く 遠 〉 が そ れ ぞ れつ い た形 で3×3=9体 系 とな る.

Deeney(1978)に よ る と,Hoの 体 系 は,近 称 ηθ,中称 θη,遠 称 加 π の

三 体 系 で あ るが,SantaliやMupすariと 同様3×3=9体 系 で あ る可 能 性 が

強 い.詳 しい 調 査 を ま た な くて は な ら ない が,Deeney(1978)に は,η 厩

てthisone(sameasni)'
ηθ`this'π ゴー`thisone'が み られ る こ とか ら も,9

体 系 と言 っ て よか ろ う と思 われ る.

(6)カ ッコの 中の交替形は,母 音調和 による.後 にっつ く母音 が高母音 の場合 には,三,u,θ が,

その他の母音の場合 にはe,o,aが 交替 して あらわれ る.ま た,指 示詞幹(Q,圭,a)と その接頭

辞(n・,φ 一,h一)に,Zide(1972)は 分析 してい るが,接 頭辞が φ・,h一 の時には,指 示詞幹 の後

}こ・nが くる,
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Khariaの 指 示 体 系 は,近 い方 か ら遠 い方 へ π,んo,ん αη,h勿 の四 体 系 を示

す.(Biligiri:1965,P.65,Maihotra:1982,P.52),た だ し,こ の 四体 系 は

指 示 代 名 詞 として の み あ らわ れ,指 示 形 容 詞 の場 合,ん 碗 は場 所 を示 す 名 詞 と

共 に,ん 勿 は時 間 を表 わ す 名 詞 と ともに も ち い られ,加 π と 伽 は相 補 分 布 を

なす.例 え ば,加 π ♪αro一彦6(hα η:指 示 形 容詞,餌ro「 側 」,`θ 「に」)「そ ち

ら側 に 」,ゐ勿6舵rθ(雇 π:指 示 形 容 詞,6舵r6「 時」)「そ の 時」,時 聞や 場 所

を表 わ す 名 詞 以 外 で は,近 称 寓,遠 称hoの 二 体 系 で あ る.π50Joり(π:指 示

形 容 詞,∫010P「 犬 」)「 そ の犬 」,加 々0π5θ14π⑭0:指 示形 容 詞,々0η5θ14π

「女 」)「そ の女 」.(Malhotra:1982,P.52-3)Biigiri(1965)を こよ る と 乃勿

は`inv三sible'を 指 す(P.65)と あ るが,Maihotra(1982)は これ を否 定 し,

hoや 勧 η も見 え な い対 象 物 を指 し うる こ とを指 摘 して い る.(P.53)

ここ で,こ れ ま でみ て きた指 示 詞 幹 を表 に ま とめ てみ よ う.(次 頁 〔表3〕)

INDO-ARYAN

NagPuri(Nowrangi)

DRAVIDIAN

K町ux(Emeneau)

Malto(Emeneau)

MVNDA

〔表3〕
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Kha「ia(M訓hot「a)uho{豊 留}

なお,Santali,M叫dari,Hoはzide(1985)の 表 に よ る.zide

も指 摘 して い る よ うに,こ れ は形 態 音 素 分 析 に も とつ く解 釈 で あ

り,実 際 意 味論 の立 場 か ら言 え ぱ,π 一+D(指 示 詞 幹,つ ま り,

Santaliのo一,f一,α 一,Mu廻ariの か,θ一α一)が 近 称 を,φ 十Dが

中称 を,か+Dが 遠 称 を指 す.

歴 史 的解 釈 に 入 る前 に,Zideが 触 れ て い るsoundsymbolismに つ い て,

少 しだ け 述 べ て お く.す なわ ち,前 舌 高 母 音 また は 前 舌 中母 音 が 近 称 を,grave

母 音 が遠 称 を そ れ ぞ れ 示 す とい う普 遍 性 が,Khariaの 近 称%一,Santaliの 近

(7)

称o一 を のぞ け ば,適 応 され る よ うに 見 え る.し か し,こ れ 以 上 詳 しい こ とは,

こ こ で は述 べ な い.

筆 者 の知 る限 り,指 示 詞 に つ い て の 借 用 関 係 を は じめ て取 り上 げ た の は,de

Vreese(1968)で あ る.

す で に注 目す べ ぎ点 と して あげ た,h一 を含 ん だ 語形 は,Nagpuriに 隣 接 す

るMaithili(マ イ テ ィ リー)やBhojpuri(ポ ジ ュプ リ),そ してBengaliや

(8)
Oriyaの 方 言等,Magadhan諸 語 に は広 くみ られ る.例 え ば,Maithili南 部

方 言,h勿 ∫,伽 屠,伽 加 勿解,勿 α更this,he,she'加 η',勧 航 ヂthat,he,she',

Bhojpuri,ん 勿海,勿 雇 更this,he,she'乃 麗η屠,麗 π雇qthat,he,she'Bengali

Backergun墓e方 言 碗痂`he,she'OriyaBhatri方 言(マ デ イヤ=プ ラデ シ ュ

州 バ ス タ ル県 の北 東 部)伽 π,舷 ツ`he,she'(deVreese1968,PP.359-60)

これ らか を含 む語 形 に つ い て は,deVreese(1968)は,Jha(1958),Tiwari

(7)Z三de(1985)は,Zide(1972)の 意 味 解 釈 の まち が い を 認 めoを[+relativelyaccessible]

[一deIimited]と 再 解 釈 した の で,近 称o・ が 決 して この 普 遍 性 に 反 す る例 とは 言 え な い と述 べ て

い る(P.3).

(8)Chatterji(1926)の 分 類 ・名 称 に よ った.EncyclopaediaBritanicaでCardonaが 試 み

た 分類 で は,Assamese・Bengali,OriyaをEastemGroupま た,Ma玉thili,BhojPuri等

のB三hariは,MidlaロdGroupとChatterl重 と は 異 な る,
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(1960),Chatterji(1926)の イ ン ド=ア ー リア 諸 語 自 体 の 史 的 音 韻 変 化 に よ る

説 明 を 簡 単 に 紹 介 し た 後,詳 細 な検 証 に よ っ て,こ れ ら が`un-Aryan'の 語 形

か ら 派 生 さ れ た も の で,イ ン ド=ア ー リ ア 諸 語 に 起 源 を 求 め る 必 要 は な い よ う

に 思 わ れ る と述 べ て,次 の よ うに 結 論 づ け て い る.

`Acomparisonofthe
.Mai(thili)pronounsofthetypehini,ini/

htmi,uniwiththeabovedemonstratives(=ム ン ダ 諸 語 の 指 示 詞),the

Mundaoriginofwhichiswellestablished,sufficielltlyshowsthat

weareconcernedherewithborrowingsfromMurldas'(P.360)

こ の い くぶ ん 性 急 す ぎ る よ うに 思 わ れ る 結 論 は,Emeneau(1980b)に よ る,

次 の よ うな 反 論 を ま ね く こ と に な る.す な わ ち,こ の 語 頭 の ゐ一 が ま っ た くイ

ン ド=ア ー リア 諸 語 に な じみ の な い も の で は な く,現 代 イ ン ド=ア ー リ ア 諸 語 の

SindhiやMarathiに み ら れ る 他,Bloch(1934)の 研 究 に し た が っ て,す で

にA岳oka碑 文 に も次 の よ う な 形 が み ら れ る こ と を,Emeneau(1980b)は 指

摘 し て い る.(P.22)hθ 斑 η3`thus'(=劇 αη3)ゐ θη38ηα`justthus'(くSk七

θ脚 彿 θ脚),腕 廊`here'(=Skt.'加,PaliandA自okaゴ と」加),乃8読5π 一`1ike

this'(=θ 漉5α 一,Paliθ 碗5α 一),hθ5σ`this(fem)'(・85σ,skむ85の.Blochは

こ の か に つ い て,`expressiveness'を 強 調 す る た め と の 説 明 を 与 え て い る が,

Emeneau(1980b)は,`PresumablythisiswheretheMagadhanforms

collectedbyDeVreeseshouldbeclassed'(P22)と,deVreeseの ム

ン ダ 諸 語 か ら の 借 用 説 に 疑 問 を 投 げ か け て い る,

Emeneau(1980b)は,Magadhan諸 語 の 指 示 詞 が,Mu廻a諸 語 か ら の 借

用 語 で あ る こ と に,か な り の 留 保 を 示 し て い る の に 対 し て,Dravida諸 語 の

K町uxの 語 頭 の か,そ して,Maltoの 駕 に つ い て は,Mupda諸 語 か ら の

借 用 で あ ろ う と 推 測 して い る.

ま ず,Kuruxに つ い て,Emeneau(1980b)は,K町uxとMupすariは 接

触 し て お り,K町uxの 中 称 肋 一 は 他 の ド ラ ヴ ィ ダ 諸 語 と 比 べ て 特 異 な も の で

あ り,Santali-Mupすariの 勧 一/んo一 か ら の 借 用 で あ る か も しれ な い と述 べ て
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い る(P.23).し か し,Kuwi(小 論 で は 間 題 と し な い)のhθ 一,勧 一 を 考 察 し

た 結 果,こ れ ら に つ い て,肋/加 か ら の 借 用 で は な く,`Wemightthinkof

borrowingofmerelyinitialh-asamarkerofthemoreremote'(P.

24)と 結 論 づ け て い る.

一 方 ,Maltoの 指 示 詞 は,近 称 ゴ,中 称 π,遠 称 αで,OldTamilやKannada

と 同 一 の 語 形 と 体 系 を も ち,Dravidian個 有 の もの と 思 わ れ る.そ れ に 加 え て,

ηα`thatone[remote]whoispresent'が み ら れ る が(Elneneau1980b,

P.26),こ れ はSantaliの ηα一`nearwithilltheremotezone'と 関 連 が あ

り,`TheWholemorphisundoubtedlya1)orrowingfromSantaliinto

Malto(thelanguagesarecontiguous)'(P.26)とEmeneau(1980b)は

断 定 し て い る.

さ て,Indo-Aryanの か やKuruxのh一 の 起 源 と さ れ た ム ンダ 諸 語 に つ

い て,ム ンダ 研 究 者 は ど うみ て い る の だ ろ うか.

Pinnow(1965)は,deVreeseやEmeneauの 指 摘 以 前 に,オ ー ス ト ロ=

ア ジ ア 諸 語 の 比 較 か ら,Proto-Austro-asiaticdemonstrativeと し て,14

*ha一*hi/he一*hu/hoを あ げ て い る(P .33).後 に 述 べ る よ う に,Zide(1985)

は,語 頭 の か がProto-Mundaに は み ら れ な い こ と を 指 摘 して い る し,地 域

特 徴 を あ ま り考 慮:に 入 れ な いPinnowの 研 究 は,吟 味 す る 必 要 が あ る.

で は,Pinnowの 後,南 ム ン ダ 諸 語 の 研 究 成 果 を 取 り入 れ,地 域 特 徴 に つ い

て も配 慮 さ れ て い るZide(1985)は,deVreeseやEmeneauの 説 を ど うみ

て い る の だ ろ う か.

Zide(1985)は,ま ずdeVreeseの 説 に つ い て は,`Theremaybebor-

rowingsfromIAintoMunda,butIdon't㎞owofany'(P.10)と,否

定 的 な が ら も,結 論 を 出 す の を 避 け て い る.

そ し て,問 題 の か に つ い て は,Proto-Mupすaに は*hは 再 構 さ れ な い し,

SantaliやMuロ すariのh一 はProtoNorthM叫 すaの 耀 に さ か の ぼ る こ

と,ん 一 の 内 的 起 源(intemalsources)と し てKorkuやKhaτiaに み ら れ
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る よ う に,`1aryngealvowels'か ら 変 化 し た も の が あ る が,SantaliやMuロ すari

の か は こ の 例 に は あ て は ま ら な い こ と,の2点 を あ げ て,次 の よ う に 結 論 づ

け て い る.

`Isuggestthat`expressive乃'wasborrowed(perhapsindependently

inseveraloftheNM(=NorthMunda)languages),andthenphono-

10gizedandmorphologized.一 中 略 一Idonotsee`expressive〃

一restricted ,asinGutob,orgeneralisedasinKherwarian-as

anoldMundafeature.Certainlyitwasawidespreadarealfeature,

andavailablefortheborrowingbyvariousMundalanguages.'(P.

10)

以 上,安 易 な 借 用 関 係 を 想 定 す る こ と は 可 能 で あ る が,こ こ で は,そ れ ぞ れ

の 專 門 家 の 説 を 紹 介 す る に と ど め て お く.こ こ で 言 え る こ と は,そ の 起 源 に つ

い て は い ろ ん な 説 が あ る ま で も,チ ョ タ ー ナ ー グ プ ル 地 方 の 諸 言 語 に は,指 示

詞 幹 の 中 に,語 頭 の か を 含 む 語 形 が 共 通 に み ら れ る,と い う こ と で あ る.上

述 のZideの 指 摘 か ら も わ か る よ う に,こ れ は 明 ら か に,か な り広 範 囲 に み ら

れ る 地 域 特 徴 で あ る.

(5)存 在 を 表 わ すcopulaと 身 分 ・属 性 を 表 わ すcoPulaの 区 別

さ て,最 後 に あ げ た 地 域 特 徴 は,こ れ ま で あ ま り詳 し く論 議 さ れ て こ な か っ

た,存 在 を 表 わ すcoPula(existentialcoPula)と 身 分 ・属 性 を 表 わ すcopula

(identitycopula)の 区 別 で あ る.す で に,Mmda(1983)が,`conceptsto

besomeoneandtobesomewherearedifferentlyexpressedinaUthe

∫harkhandlanguages'(EPW.P.1092)と 指 摘 し て い る が,詳 細 こつ い て は

述 べ て は い な い.

ま た,LakshmiBai(1986)が,イ ン ドの 地 域 特 徴 と し て,Theverb虻Qto

be"がex量stentialverbとequationalverbの 二 つ に 形 式 的 に 区 別 さ れ る

.こと,を 指 摘 し て い る ,し か し,彼 女 の デ ー タ 処 理 が き わ め て ず さ ん で あ る こ
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(9)
と,現 在形の肯定,否 定だけを問題とし,未 来形や過去形については論議され

て い な い こ と,ム ンダ 諸 語 が どの現 代 イ ン ド=ア ー リア諸 語 と 隣 接 して い るの

か把 握 され て い な い し,そ の 誤 った 地 理 感 覚 で,安 易 に 借 用 関 係 を 断 定 して い

(10)
る こ と等,あ ま りに も多 くの 誤 りを含 んで い るた め,は っ き り言 って 使 い もの

に は な らず,筆 者 の 検 証 が 初 めて の もの と言 って よか ろ う.

まず 最 初 に,Mupdariか らみ て い こ う.

Muロ すariに は,存 在 を表 わ すcopula〃zθ παP一 つ ま り,主 語 の空 間 に お け

る位 置 や 場所 を 示 す 一 と,身 分 や 属 性 を 示 すcopulq'α η 一 主 語 の ア ィ デ ンテ

イ テ ィ を指 す 一 の二 つ のcopulaが あ る.

(1)Somaora,一re解 θπα7-i-a

「人名」 「家」 「に」

「ソマ は 家 に い る」

(2)Soma彦 απ一i,

3人 称
単数

「(彼 は)ソ マ で す 」

3人 称Predicator

単数(=Prd)

tanは,さ らに 進 行 相 を示 すmと 主 語 フ ォーカ ス ・マ ー ヵ 一 π に分 析 で き

る よ うに 思 わ れ る.次 の 文 と(2)を くらべ よ.

(9)例 え ば,M噂 φariの デ ー タ をLangendoen(1967)か ら引 用 して い る の だが,読 み 込 み が

足 らな い た め に,(25)nebasalukidta-n-a-q`Thisflowerisalotus'(P.84)に み られ

る,identitycopulata・n,そ して そ の 否 定,(47)nebasaluk三dkata一 且一a-q`Thisflow

isnotalotus'(P・88)に み られ るkatanに つ い て は 全 く触 れ て お らず,Mu吋ariに は

溜 πα9と い うcopulaだ けが あ り,否 定 形 も δαπ だ け で あ る と解 釈 して い る(LakshmiBai

P.204).ま た,こ の ム ンダ 諸 語 のデ ー タ に は,ミ スプ リン トか,引 用 ま ちが い か,わ か らな い が,

誤 りが 多 す ぎ る.P.2041.12誤 πα'896→ 正 πα'α98,1.18α ρ観 → α勿7π,1.23鷹 π盈2→

2π8πα々 '又 は 糀θ澱2L27.6α π罐 →6∂ 制 々,L36肋40→ 加401.36伽 プ醐 → ηαrαり.た っ

た1頁 に 少 な くと も六 つ の 引用 文 の ま ち が いが あ る こと や,ERRATAに は訂 正 され て い な い こ

とか ら,ミ ス プ リン トで は な く,LakshmiBaiの ま ちが い で あ ろ う.

(10)(9)で み た 解 釈 ミス に基 づ い て,Mu鱒ariに6碗 と 加 の 区別(実 際 に は も ち ろん あ る)

が な くな った の は,多 分H海diの 影 響 に よ る もの で あ ろ う(P.205)と 述べ て い る が,Mu興ari

とHindiは 教 育 現 場 以 外 で は接 触 は あ ま り な く,Mu弱ariと 混 在 す るIA(Nagpuri)に は,

小 論 で み る よ うに,こ の 区 別(す な わ ち 圭dentitycopu正aの 否定 形 とex三stentialcopulaの 否

定 形 の 区 別)が み られ る.

また,Kuτuxに つ い て も,我 々が み る よ うにexistentialcopulaと 量dentitycopulaの 区

別 が あ る に もか か わ らず,な い と断 定 した上 でHindiの 影 響 に よ って 失 な わ れ た も のだ(P.206)

と も っ と も らし く結 論 づ け て い る.こ の よ う に,ま ちが いや 論 点 の おか しい点 を 指 摘 す る と,枚 挙

にい と まが な い.
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(3)Somaoraり 一re-eりlom一 彦α一η一a

.3纏 墜 る」.P「d

「・マ啄 轡 て・・る」.

二 つ の ・・pd・ 吻 ・・づ,襯)と も欠 如 動詞(d・fectiveve・b)で,現 麟

制 に の み あ らわ れ,過 去 時 制,未 来 時 制 で は 如 ゴとい う形 で あ らわ れ,存 在 を

表 わ すcopulaと 身 分 ・属 性 を あ ら わすcopulaの 区 別 は な くな る.

(4)Somaorap-retai-ke-n-a

過去 主語Prd
フォーカス

(5)Soma.tai-ke-n-a

過去 主語Prd
フォーカス

(6)Somatai-n-a-eP

主語Prd3人 称単数
フォーカス

(7)Somaorap-retai-n-a-ep

主語Prd3人 称単
フオ　 カス

「ソ マ は家 に居 る で し ょ う」

「ソ マは 家 に 居 た 」

「(彼は)ソ マ で した 」 もし くは 「ソ マは 居 た 」

「ソ マで し ょ う」 もし くは 「ソ マ は居 る で し ょ う」

と こ ろ で,未 来 時 制 の 次 の よ う な 文 章 で は 如 勿 変 りに 傭 一〇?「 ～ な る」(6厩

「作 る 」,o?'Potentialpassivelnarker)が 用 い ら れ る.つ ま り,(9')の 方

が(9)よ り もず っ と 自 然 な 文 章 で あ る.な お,6厩 は,削 除 さ れ る こ と もあ る.

(8)Somanajom∫ 伽i,

「妖術師」

「ソ マ は 妖 術 師 で す 」

(9)Somanajom妬 一n-a-ep

「ソ マ は 妖 術 師(に な る)で し ょ う」

(9')Somanajom6α'一 〇,一a-e?

「ソ マ は 妖 術 師 に な る で し ょ う」

(9")Somanajomφ 一〇,一a-ep

「ソ マ は 妖 術 師 に な る で し ょ う」

次 に,否 定 文 に つ い て み て み よ う.〃2θ 概 りの 否 定 形 に は,三 つ の 交 替 形 が あ

る.
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(1')Somaoraつ 一re6α!〕gα?一i-a

「ソ'マ は 家 に い な い 」

(10)Parko卑oraつ_reろ4ηoっ_a

「ベッド」

「ベ ッ ド は 家 に な い 」

(11)hon-koora7-re6ζz!]一kQ-a

「子」 複接辞 複接

「子 供 た ち は 家 に い な い 」

こ の 交 替 形 に つ い て,Munda(1971)は,次 の よ うに ま と め て い る,6碗oP

[一animate]ろ αη[十animate,一1・IIISg]6瑚9げ[十animate,十1・IIISg]

(P.47,筆 者 が 修 正 を 加 え た)

一 方 ,旗 π の 否 定 形 は,他 の 規 則 動 詞 と 同 様 に,動 詞 の 前 に 否 定 を 表 わ す 形

態 素 肋 を 挿 入 す れ ば よ い.ま た 妬 の 否 定 形 も 同 様 で あ る.

(2')Soma肋 彦αη一P

「(彼 は)ソ マ で は な い 」

(5')Soma加 漉 一ke-n-a-e?も し くは,Soma肋 一e,'α ゴーke-n-a

「(彼 は)ソ マ で は な か っ た 」 ま た は,「 ソ マ は 居 な か っ た 」

(6')Soma加'σ 面 一a-e7も し くは,Soma肋 一e?漉 一n-a

「ソ マ で は な い で し 毒 う」 又 は 「ソ マ は い な い で し ょ う」

Hoの 体 系 は,Muロ すariと 全 く同 じ で,唯 一 の 相 異 はMupすariの'の の

変 り に 師 が 用 い ら れ る こ と で あ る.

Santaliも,Muロ すariと ほ と ん ど 同 じ で あ る が,語 形 が 少 し異 な る.Santali

の 卿 ¢ηα々 '(existentialcopula),々 αη(identitycopulaま たProgressive

aspectmarkerと し て も用 い ら れ る)如 麓 加 η('α 麓 更tostay')6殉(negative

marker)が そ れ ぞ れMup4ariの 〃zθπαP,'αη,妬 如 η,肋 に 対 応 す る.〃zθ 襯 を

の 否 定 形 は,ぬ 纏 々 でMuロ すariやHoの よ う に 交 替 形 は な い.未 来 時 制 で

は,existentialcopulaに もidentitycopulaに も乃oツo々'℃obecome'が 用

い ら れ る.

上 に み て き たKherwarian(Santali,MupすariHoetc)諸 語 と違 っ て,南

ム ンダ 諸 語 に 属 す るKhaτiaで は,存 在 を 表 わ すcopulaと 身 分 ・属 性 を 表
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わ すcopulaの 区 別 は み られ る もの のKherwarianと の対 応 語 形 は な く,隣

接 す る イ ン ド=ア ー リア諸語 のNagpuriか らの 借 用 語形 が み られ る.

Khariaの 存 在 を表 わすcopulaは,α が(Ind(トAryan[=Lへ]か らの借 用

語)で,α ガ は 助 動 詞 と して も用 い られ る.一 方,身 分 ・属 性 を 表 わ すcopula

は 加 θ々(IAか ら の借 用 語)で あ る.ど ち ら のcopulaもMuロ すariと 同様,

現在 形 だ け が み られ る欠如 動詞 で,過 去形,未 来 形 は,ど ち ら のcopulaも

醐 一襯`tolive'に 融 合 され る.oガ と 加 々8は,そ れ ぞ れ補 充法 と して,

π〃zゐo吻,繊'α9θ(IAか ら の借 用 語)の 否 定 形 を もつ.Biligiri(1965)に よ

る と,三 人称 以 外 で は,η α肱g8は 用 い られ ず,一 般 動詞 と同様,否 定 形 の π彫

を 舵 舵 の 前 に添 え て 否定 を表 わ す.例 え ぱ,π 〃3-ih加 舵(i蚤:1人 称 単 数)

(11)

「私 で は な い」(P.96)

(12)SomaoP-te2ガ

「家」「に」

(13)ukarSomaん6ん8

「彼は」

(14)Somao7-te翻 一んゴ

過去

(15)ukarSoma伽 勉

(16)Somao,一teα%一 槻

未来

(17)

所有 「リーダー」

(12')Somao7-te脚60万 ブ

(13')ukarSomaη ζz1α9θ

(14')Somao?一tez6η3αz6一 ゴ々

ム ン ダ 諸 語 の 次1こ は,

Nagpuriだ け を と り あ げ た.

「ソマ は 家 に居 る」

「彼 は ソ マ です 」

「ソマ は家 に い た」

「彼 は ソマ で した」

「ソマ は 家 に居 るで し ょ う」

Somaukτ 一a?aguaα%一 槻 「ソ マ は こ の 人 の リ ー ダ ー に な る で し ょ う」

「ソマ は家 に居 な い」

「彼 は ソ マ で は な い」

「ソマ は家 に居 な か った」

イ ン ド=ア ー リア諸 語 に つ い て み て み よ う.小 論 で は

NagPuriの 体 系 と ム ンダ 諸 語 で あ るKhariaの 体 系 は,面 白い こ とに,と

(11)Khaτ 三aの 例文 については,筆 者 の所属 する,ラ ーンチー大学部族 ・地域 言語学部 のRose

Kerketta先 生 に,チ ェ ックして頂 いた.
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て もよ く似 てい る. .現 在 時 制 で は,励 一 と 加 一々 が,そ れ ぞ れ 存 在 を 表 わす

copula,身 分 や 属 性 を表 わすcopulaで あ り,過 去 時 制 で は7α か,、未 来 時 制 で

は ゐo一に そ れ ぞ れ融 合 され る.た だ し宋 来時 制 で は,存 在 を表 わ すcopulaと

して,7α か も用 い られ る.4か と 舵 か の 否定 形 は,そ れ ぞ れ 駕 肋 一 と 駕

(12)
1α9一で あ る.

(18)Somaghar-e疏 一e

「家」「に」3人 称単

(19)uSoma乃 θん一e

「彼は」

(20)Somaghar-er盈 一1-e

過去

(21)uSomar盈 一1-e

(22)Somaghar-e加 一b-i/プ 盈 一i

未来3人 称
単

(23)ucasiゐo-b-i

「農夫」

(18')Somaghar-enakh-e

(19')uSomaπ αZα9-e

(20')Somaghar-eniグ αん一1-e

否定

「ソ'マは家 に 居 る」

「彼 は ソマ で す 」

「ソマ は 家 に 居 た」

「彼 は ソ マで した 」

「ソマ は家 に居 る で し ょ う」

〔表 記 に つ い て〕a=/a/,a=/A/Nagpuriで は,

(Jordan-Horstmann1968)

(21)～(23)の 否 定 文 は(20)の 否 定 文(20')を 作 る時 と同様,否 定 を表 わ す 形 態

素 毎 をcopulaの 前 に置 け ば良 い.

なお,読 一に は助 動 詞 の用 法 もあ るが,舵 か に は他 の用 法 はみ られ な い.例

えぱ,肱Rα η0毎 戸一彦αか8(R砺0乃:地 名,戸 「行 く」,一猷 現 在 未 完 了,δ か:

助 動 詞,6:三 人 称 単 数)「 私 は ラ ー ンチ ーへ行 く と ころ で す」.こ れ は,身 分 ・

属 性 の示 す,M叩 αari,Ho彦 碗,Santali々 απが,進 行 相(ProgressiveAspect

「彼 は農 夫(に な る)で し ょ う」

「ソ マは 家 に 居 な い 」

「彼 は ソ マ で は ない 」

「ソ マは 家 に 居 なか った 」

母 音 の長 短 の対 立 が ない.

(12)Nagpuriの 例 文 につ い て は,

み て 頂 い た.

ラー ンチー大学部族 ・地域言語学部のB.P.Kesari先 生 に
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Marker)と 関 連 して い る こ と,ま た,K:hariaの 存 在 を表 わす αガ が助 動詞

と して も機 能 を果 す こ と,等 と比 較 す れ ば,重.要 な意 味 を も って くるか も しれ

な い.

ドラ ヴ ィダ 諸 語 のKuruxの 場 合,少 し 事 情 は 変 って くる.存 在 を表 わす

copulaはf4'4滋 でIAか ら の 借用 語 で あ る.身 分 や 属 性 を表 わすcopula

は,腕 肋 δ と ∫α」編(方 言 に よ って は'α 伽 の の二 形 が あ り,自 由変 異 を な

す.嫌 肱,'α ♂厩 は,Muロ すaやIAの よ うに 欠 如 動詞 で あ るが,7α'α 瓶 は

そ うで は な い.つ ま り,過 去 時 制 と未 来 時 制 で は,こ れ らのcopulaはrα'σ 廊

に 中 和 され る.rα'α ηδ はNagpuriの 疏 一 と同 様,助 動 詞 の 用 法 もみ られ

る.否 定 形 は,〃3α 伽 あ(方 言 に よ って は 〃Zα伽 の で,二 つ の 交 替 形 一 つ ま

り 〃3α1磁々(存 在 を表 わ すcopula),〃z磁4碑(身 分 ・属 性 の 表 わ すcopula)

一 が み られ る .そ れ に 加 え て,一 般 動 詞 の よ うに,単 にmalをcopulaの

(13)

前 に置 く こ とに よ って も,否 定 文 を作 る こ とが で き る.

(24)SomaerPa-nu7α'α4α5

「家」 「に」3人 称 。単・男・現在

(25)asSoma磁 廊 ∫/弼 ぬ5

「彼は」3人 称 ・単・男・現在

(26)Somaerpa-niプ α'αoα5

3人 称 。単 ・男 ・過 去

(27)衰sSoma7α'αoα ∫

(28)SomaeτP蕊 一面rα'αo∫

3・単 ・男 ・未来

(29)asgUfUプ α'α05/彿 αη05

「先生」 「～な る」

(24')Somaerpa-n且 〃z磁 α5/〃z認rα'α 伽5

(25')asSoma脚 」4α5/〃zδ1毎 配 α5/〃zδZ観4α ∫

(26ノ)Somaerpa-n廿 〃zσ1rα'α6α ∫

な お,(27)～(29)の 否 定 文 は(26')の よ う に 〃zδ♂ を 動 詞 の 前 に 挿 入 す れ ば よ

「ソマ は 家 に 居 る」

「彼 は ソマ で す」

「ソマ は 家 に 居 た 」

「彼 は ソマ で した」

「ソ マは 家 に居 るで し ょ う」

「彼 は 先 生 に な るで し ょ う」

「ソ マは 家 にい ない 」

「彼 は ソ マで は ない 」

「ソマ は 家 に 居 な か った」

(13)Ku`uxの 例文 に つ い て は,ラ ー ンチ ー大 学 部 族 ・地 域 言 語 学 部 のIndrajitOraon先 生 及

びXavierInst三tロteofSoc三aユStudiesのAlexEkka神 父 に チ ェ ック して 頂 い た.
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い.

以 上,チ ョタ ー ナ ー グ プル 地 方 の諸 言 語 のcopulaに つ い て,詳 し くみ て き

た が,わ か りや す くす るた め に,表 に ま と めて[ApPendixコ と してP.167～

169に 載 せ た.

そ こ で,そ の 表 を 見 な が ら,こ の 区 別 の 史 的 問 題 に つ い て,す こ し考 察 して

み た い.

Indo-AryanとMu皐daの 体 系 は よ く似 て お り,Kuruxに つ い て は,あ ま

り精 練 され た体 系 で は な い.す な わ ち,チ ョタ ー ナ ー グ プノレ地 方 に関 して のみ

考 え る な らば,Dravidianが,こ の体 系 の起 源 とみ る の はむ ず か しい よ うに思

わ れ る.

ム ンダ 諸 語 に つ い て,Pirmow(1966)は*彿 θηα`tobe'が`canbecon-

jectuallypositedforProto-Munda'(P.177)と 指 摘 して い る が,そ の可 能

性 は ど う も少 な い よ うに思 わ れ る.確 か に,Santali,Muロdari,Ho等 を含 む

Kherwarian諸 語 に お い て は,存 在 を 表 わ すcopulaと して 彿θηαPが 全 て の

言 語 にみ られ る.し か し,Kherwarianと 同 じ北 ム ンダ 諸 語 を なすKorkuで

は,こ の 彿θ%?の 対 応 語 が ない ば か りか,存 在 を 表 わ すcopulaと 身 分 ・属

性 を表 わ すcopulaの 区 別 もない(Zide:1988personalcommunication).

一 方
,KhariaとJuangか ら な る 中央 ム ンダ 諸 語 で は,Pinnow(1968)が

Juangに/〃z卿 α/`sein'カ ミみ られ る こ とを報 告 して い る(P.377)が,Juang

を詳 し く調 査 したMatsonは,そ の ∫uangEnglishlist(Matson:1964,PP.

65-77)に/〃zθ πα/を 掲 載 して い な い.ま た,小 論 です で にみ たKhariaで

は,copulaは 全 て イ ン ド=ア ー リア諸 語 か ら の借 用 語 で あ る.

さ らに,南 ム ンダ 諸 語 に は この 〃Z6ηαり の対 応 語 は 見 当 た ら ない.

Zide(1980,personalcommunication)に よ る とKorkuは 南 ム ンダ諸 語

と同 様,場 所 のcopulaを もつ.Korku'磁 航 α(多 分M叫dari厩Santali

如 麓 等 と起 源 を 同 じ くす る と思 わ れ る)南 ム ンダ諸 語 の 多 くは,K:orkuと 同

様i,copulaofidentifyと してzero.copulaを,existentialcopulaと し
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て,4吸(y)一(Gutob4%か/読 々rSora40々 の を そ れ ぞ れ もつ が,こ の41准(y)

は,Korku40δ`toput,place'Sautaliゐhっ`toPlace,put'Muロdari

(14)
40加/40`toPlace,put.down'と 起 源 を 同'じ くす る ム ン ダ 個 有 語 で あ る.

ド ラ ヴ ィ ダ 諸 語 と ム ン ダ 諸 語 に つ い て み て き た が,で は イ ン ド=ア ー リア 諸

語 に つ い て は ど う だ ろ うか.

NagPuriの 読 一はOldIndo-Aryanα3`tobe'に さ か の ぼ る こ とが で き る

(JordanHors七mann1968:77).ま た,NagPuriと 同 様 の 体 系 がBengali

(15)

を は じ め,Oriya,Assamese等,Magadhan諸 語 に み ら れ る.例 え ば,

(16)
Bengaliで は,080〃z8め ッ(o「 彼 は 」)「 彼 は ソ マ で す 」,50〃zα8加 プー6αo舵

(ghっr「 家 」e「 に 」)「 ソ マ は 家 に 居 る」 こ れ ら の 否 定 文 は,080〃zα πoツ 「彼

は ソ マ で は な い 」,50〃 η8肋r-6編 「彼 は 家 に 居 な い 」.ま た,過 去 時 制 で は,

0&♪ 〃Zα6麓 ♂0「 彼 は ソ マ で し た 」,50〃Zα8肋r-80鰯o「 ソ マ1よ 家 に 居 た 」 と

二 つ のcopulaの 区 別 は な くな る.

小 論 の 目 的 は,チ ョタ ー ナ ー グ プ ル 地 方 の 地 域 特 徴 の 共 時 的 記 述 に あ る.こ

の 体 系 が イ ン ド=ア ー リ ア 起 源 で あ る と 結 論 づ け る た め に は,証 明 に 必 要 な 全

て の 当 該 言 語..つ ま り,イ ン ド=ヨ ー ロ ッパ 語 か ら モ ン=ク メ ー ノレ語 に 至 る

を み な け れ ば な ら な い.そ れ は,今 後 の 課 題 と し て お く.

皿.結 論

チ ョタ ーナ ー グ プノレ地 方 は,三 大 語 族 が お 互 い に 影 響 し あ う,イ ン ドで も珍

しい 地 域 で あ る.チ ョタ ーナ ー グ プノレ地 方 に 拡 が る全 て の 共 同 体 は,長 い 間 に

わ た って,社 会 的 に も,文 化 的 に も相 互 に影 響 しあ って きた.こ う した 環 境 の

もと で,言 葉 自体 もお 互 い に干 渉 しあ っ て,も と もと違 った 言 語 グル ー プに 属

(14)(2)で みたよ うに,Ho,MUIldariで は,音 韻論的解釈 によ る単一開音節形態素は,ニ モー ラ

で実現 され る./do/=[dooコ

(15)Oriya,Assameseの 例が,LakshmiBai(1986.P.200)に よって,取 り上 げ られて いる

が,ム ンダ諸語のデ ータ処理 のず さん さをみ るに,詳 しく吟味す る必要が あろう.

(16)Bengal三 のデータについては,SanlayBasuMullick氏 に例文を作 って頂 いた。 それ ぞれ

の インフォー マン』トを務めて下 さった方 々に心か ら感謝の意を表わ した い.
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す る諸 言 語 が,共 通 の 言語 特徴 を もつ に い た った.小 論 で は,こ れ ら,い くつ

か の 地 域 特 徴 の記 述 を 試 み た.

Emeneauが す で に 示 した ワ ク組 み に 沿 った 形 で,議 論 を 進 めて きた が,次

の よ うな 特徴 が,チ ョタ ーナ ー グ プル 地 方 あ 諸 言 語 に 共通 して み られ る.

(1)EchoWordFormation

(2)Onomatopoetics

(3)類 別 詞

(4)指 示詞 幹(特 に遠 称 を示 す語 頭 のh一)

(5)existentialcopulaとidentitycopulaの 区別

(5)に関 して は,今 後 の研 究 課 題 と して,も う少 しデ ータ 分 析 を 行 な う必 要 が

あろ う.

将 来,ム ンダ 語 源辞 典(MnndaEtymologicalDictionary)が 完成 され た

あか つ ぎ には,こ の地 域研 究 は 飛 躍 的 に 進 歩 を とげ るは ず で あ る.そ して,我

々は,そ の完 成 の 日ま で,日 夜,努 力 を続 け るで あ ろ う.

[APPENDIX]

Thecopulasystemsinthelaguages三nChotanagpur

㈹M見mdalanguagegroup

(i)Mundari(Mlmda,1971)

Present

Past

Future

NegativePresent

Neg.Past

Neg.Future

existential

menaり

bano,/baη/

baηgai,

(ユ7ユ)

taiken

tain,

kataiken

katain

identity

tan

baioつbecome'

katan

kabaioり



(ii)Santali(Bodding1929)

Presentmenak'kan

Past.tah§kan

Futurehoyok'

Neg.Presentbonuk'baOkan

Neg.Pastbaηtah§kan

Neg。Futurebaηhoyok'

(iii)Ho(Deeney1975)

Presentmena,tan

Pasttaiken

Futuretainhobaヒbecome'

Neg.Presentbano7/baη/katan

baηgaP

Neg.Pastkataiken

Neg.Futし 【reka‡ainkahoba

(iv)Kharia(Biligiri1965,Malhotra1982)

Preserltaijheke

Pastauki

Futureauna

NegativePresentumborijnalage/umheke

Neg.Pastumauki

Neg.Futureumauna

(B)Indo-Aryanlanguagegroup

(1)NagPuri(∫ordan-Horstmann1968,Nowrangi1956)

Presentah一'hek-

Pastrahl-

Ftlturerahb-hob一
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Neg.Presentnakh-

Neg.Past

Neg.Futurenirahb一

(C)Dravidianlanguagegro{1P

.

(1)Kurux(Ha㎞1911)

Presentra'adas

Past

Rlture

Neg.Presentmalkan/mal

Neg.Past

Neg.Fut肛e

11irah1.

nihob一

ra'ackas

りraaOS

ra'adas

nalag一

hikdas/taldas

.manOS【become,

maldas/mal

hikdas/maltaldas

malra,ackas

mi通ra,aosmalmanos
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